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１．はじめに  

 床版上面増厚工法は、既設コンクリート床版上面にスランプ値が５ｃｍ前後の鋼繊維補強超速硬コンクリー

トを現場で練混ぜ・運搬・敷き均し・専用コンクリートフィニッシャで締め固め 1)打設し、増厚一体化するこ

とにより床版の機能を回復または補強するものである。 

 一方、高じん性繊維補強セメント複合材料（ＤＦＲＣＣ）２）は、ひび割れ抵抗性が大きく、ひび割れ発生

後も応力の低下が小さいなどの特徴を持つ材料であり、ポンプ圧送・吹付けによる断面修復材などに使用され

ている。 

 本報告は、超速硬型のＤＦＲＣＣ（以下、本ＤＦＲＣＣともいう）を開発し、床版上面増厚工法ヘの適用材

料としての検討を行った結果についてまとめたものである。 

２．試験概要  

２－１ 室内試験 

（１）ＤＦＲＣＣの配合 

 配合を表１.に示す。使用材料は、超速硬型のプレミックス 

粉体，水，ＰＰ繊維である。 

練混ぜは、ペール缶に水を計量した後、ハンドミキサー 

（ＰＵ－ＰＭ３）を稼動しながら、プレミックス粉体・繊維 

を加え、1分 30 秒間行った。 

（２）試験方法 

 試験項目および試験方法を表２.に示す。 

品質確認としては、可使時間および鋼繊維補強超速硬コン 

クリートにおける品質管理項目である、スランプ，空気量， 

圧縮強度，曲げ強度試験１）に加え、スランプフロー,フロー， 

曲げじん性係数試験を実施した。 

２－２ ポンプ圧送試験 

（１）練混ぜ・圧送 

 練混ぜおよび圧送に使用した機材を表３に示す。 

本ＤＦＲＣＣの練混ぜは、写真１に示すミキサー用いて行い、モルタルホッパーに投入後スクイズ式ポンプ

を用いて圧送した。圧送距離は２インチ配管で水平８０ｍとした。 

（２）試験方法 

 品質確認としては、ポンプ圧送前後のフレッシュ性状（スランプ，スランプフロー，空気量）および圧縮強

度を計測した。 

３．試験結果  

３－１ 室内試験結果                        
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JIS　A　１１０８に準ずる

JSCE－G　５５２に準ずる

JIS　A　１１５０に準ずる

JIS　R　５２０１に準ずる

JIS　A　１１１６に準ずる

JSCE－G　５５１に準ずる

表２．試験項目

可使時間 練混ぜから仕上げが不可能となるまでの時間

単位容積重量

曲げじん性係数

スランプ

空気量

圧縮強度

曲げ強度

JIS　A　１１０１に準ずる

JIS　A　１１２８に準ずる

スランプフロー

試　験　項　目 試　験　方　法

フロー

種
類

繊
度

繊
維
長

混
入
率

W/B S/B

単
位
水
量

- (dtex) (mm) (vol.%) (%) (%) （kg/m3)

PP 13 12 1.5 36.9 1.05 338

補強繊維 プレミックス材料

表１．配合
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写真１　　　練り混ぜ容積　　５００㍑

ＯＫＧ－６０ＭＥ　インバータータイプ

容積１００㍑

表３．使用機器

耐圧ホース　2ｲﾝﾁ／2.0MＰａ　40ｍ＋フレキ
シブルホース　2ｲﾝﾁ／0.6MPa　40ｍ　　計80ｍ

圧送ホース

ミキサー

スクイズ式ポンプ

モルタルホッパー

仕　　　　　様機　械　名　称

 

 

 

 

 

 

 

（１）品質管理試験項目１）における試験結果 

 表４．に可使時間および鋼繊維補強超速硬コンクリート          写真１．ミキサー 

における品質管理項目の試験結果を示す。                 

床版上面増工法に用いられる当該コンクリートにおいて 

は、標準的な可使時間を４０分程度とし、３時間経過後 

の圧縮強度を２４Ｎ／ｍｍ２以上としている。 

本ＤＦＲＣＣは、可使時間として１時間を確保し３時 

間後の圧縮強度も２７．２Ｎ／ｍｍ２発現しており,当該 

規準を十分に満足する結果となっている。 

（２）追加した試験の結果 

 表５．にスランプフロー，フロー，単位容積重量、曲げ 

じん性係数を示す。また、図１.に曲げじん性試験結果を示す。表５．および図１．に示すように、本ＤＦＲ

ＣＣは高流動性に近い性質を示すことから自己充填性の向上が期待できる。また、曲げ－たわみ硬化特性を有

することから、高じん性材料であることも確認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－２ ポンプ圧送試験結果 

表６．にポンプ圧送試験結果を示す。 

 本ＤＦＲＣＣは、水平距離が８０ｍのポンプ圧送におい 

て、１．６ＭＰａ前後の吐出圧で推移し、安定した圧送が 

可能であることがわかった。また、表６．に示すように圧 

送前後でモルタル性状に大きな変化がないこともわかった。 

４．まとめ 

開発した超速硬型ＤＦＲＣＣは、上面増厚工法設計施工 

マニュアルの管理基準を満たすことから、床版上面増厚工 

法への適用が可能である。また、ポンプ圧送が可能で自己充填性を有することから施工性を大幅に向上できる。 
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表５．試験結果
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５．６１

スランプフロー（ｃｍ）

フロー　　　　（ｍｍ）

単位容積重量（ｋｇ／ｍ
３
）

曲げじん性係数（Ｎ／ｍｍ２）

試　験　項　目 試　験　結　果
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４１．０×４０．０

３８．０×３６．０

１２０×１１９

２０３×２０３

１１２×１１０
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図１．曲げじん性試験結果 
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圧送後

圧送前

圧送後

圧送前

圧送後

硬特 圧送前
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表６．ポンプ圧送試験結果
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表４．品質管理項目における試験１）結果

スランプ（ｃｍ）
２２．５

２０．５

試　験　項　目 試　験　結　果
フ
レ

ッ
シ

ュ
性
状

２７．２

５１．２

５８．０

空気量（％）
３．２

３．２

圧縮強度（Ｎ／ｍｍ２）

可使時間 1時間１８分

７．３３

硬
化
特
性

曲げ強度（Ｎ／ｍｍ２）
６．６３
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